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一
、
は
じ
め
に

（
１
）
（
２
）
～
（
４
）

華
岡
胄
洲
の
事
績
に
関
し
て
は
、
呉
秀
三
以
来
多
く
の
先
学
の
研
究
が
あ
る
が

新
に
確
定
さ
れ
た
青
洲
の
乳
癌
患
者
三
名
の
死
亡
年
月
日

〔
要
旨
〕
華
岡
青
洲
の
乳
癌
患
者
一
五
五
名
中
、
全
身
麻
酔
下
の
最
初
の
手
術
を
受
け
た
藍
屋
勘
を
含
め
て
、
わ
ず
か
五

名
の
残
年
月
日
が
知
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、
残
り
の
一
四
九
名
に
つ
い
て
は
、
全
く
不
詳
で
あ
る
。
そ
の
主
な
理
由
は
、

「
乳
醗
姓
名
録
」
の
記
栽
が
不
正
確
な
た
め
で
あ
る
。
「
乳
巌
姓
名
録
」
に
見
ら
れ
る
寺
院
の
過
去
帳
を
実
地
に
調
査
し

て
、
二
名
の
患
者
の
残
年
月
日
を
確
定
で
き
た
。
一
人
は
神
戸
の
高
福
寺
の
住
職
の
妻
で
、
一
八
一
三
年
二
月
二
十
日

残
、
も
う
一
人
は
本
光
寺
の
住
職
の
妻
で
、
一
八
三
四
年
七
月
八
日
に
残
し
て
い
る
。
術
後
の
生
存
期
間
は
前
者
で
一

年
四
ヶ
月
、
後
者
で
一
年
三
ヶ
月
で
あ
る
。
こ
の
調
査
中
偶
然
に
も
う
一
人
の
患
者
の
残
年
月
日
を
知
る
こ
と
が
出
来

た
。
以
上
に
よ
り
、
現
在
「
乳
巖
姓
名
録
」
中
、
八
名
の
患
者
の
残
年
月
日
が
判
明
し
た
こ
と
に
な
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
華
岡
青
洲
麻
沸
散
、
乳
巌
姓
名
録
、
乳
癌
手
術

（
１
）

そ
の
大
半
は
呉
の
研
究
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
八
巻
第
二
号
平
成
十
三
年
二
月
二
十
二
日
受
付

平
成
十
四
年
六
月
二
十
日
発
行
平
成
十
三
年
九
月
八
日
受
理

松
木
明

知
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（
６
）

青
洲
は
開
発
し
た
麻
沸
散
を
用
い
て
各
種
の
手
術
を
行
っ
た
が
、
最
も
精
力
を
注
い
だ
の
が
乳
癌
手
術
で
あ
っ
た
こ
と
は
「
乳
巖
姓
名
録
」

が
遺
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
容
易
に
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
ど
の
よ
う
な
手
術
成
績
で
あ
っ
た
か
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
と
い

（
６
）

う
の
は
「
乳
巖
姓
名
録
」
に
よ
っ
て
患
者
の
出
身
地
、
氏
名
な
ど
が
知
ら
れ
る
も
の
の
、
彼
ら
が
い
つ
死
亡
し
た
か
が
全
く
不
明
な
た
め
で

（
６
）

あ
っ
た
。
「
乳
巖
姓
名
録
」
に
は
、
再
発
、
三
発
の
患
者
を
除
く
と
、
合
わ
せ
て
一
五
五
名
の
患
者
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
死
亡

年
月
日
が
判
明
し
て
い
る
の
は
最
初
の
全
身
麻
酔
の
患
者
藍
屋
利
兵
衛
の
母
勘
を
含
め
て
わ
ず
か
五
名
（
三
・
二
％
）
で
、
こ
の
五
名
す
べ
て

（
５
）
（
７
）

は
著
者
に
よ
っ
て
そ
の
死
亡
年
月
日
が
確
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
６
）

こ
の
作
業
が
大
変
困
難
で
あ
る
こ
と
は
「
乳
巖
姓
名
録
」
の
記
載
、
つ
ま
り
年
月
日
、
住
所
、
患
者
氏
名
の
い
ず
れ
も
が
必
ず
し
も
正
確

で
は
な
い
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
明
治
維
新
や
第
二
次
世
界
大
戦
を
含
む
時
代
の
流
れ
が
あ
り
、
子
孫
が
そ
の
地
に
現
在
も
居
住
し

て
い
る
例
は
皆
無
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
菩
提
寺
が
特
定
出
来
て
も
死
亡
年
月
日
を
証
明
す
る
過
去
帳
が
火
災
な
ど
で
失
わ
れ
て
い
る
こ
と

（
６
）

が
多
い
な
ど
に
よ
る
。
こ
の
よ
う
な
三
つ
の
要
因
に
よ
っ
て
「
乳
巖
治
験
録
」
中
の
患
者
の
死
亡
年
月
日
を
確
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
の
で

あ
り
、
著
者
が
過
去
三
十
数
年
懸
命
に
努
力
し
て
も
、
わ
ず
か
五
名
し
か
そ
の
残
年
月
日
を
特
定
出
来
な
か
っ
た
理
由
も
こ
こ
に
あ
る
。
今

（
６
）

回
発
想
を
変
え
て
患
者
の
死
亡
年
月
日
に
つ
い
て
鋭
意
調
査
し
、
新
た
に
「
乳
巖
姓
名
録
」
中
三
名
の
患
者
の
死
亡
年
月
日
を
確
定
で
き
た

の
で
報
告
す
る
。

な
進
歩
が
あ
っ
た
。

著
者
は
冑
洲
の
系
譜
に
お
い
て
、
青
洲
在
世
時
の
華
岡
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
地
蔵
寺
（
現
在
は
無
住
と
な
っ
て
い
る
）
の
過
去
帳
を
見
い
出
し
、

（
５
）

そ
れ
に
よ
っ
て
従
来
不
詳
で
あ
っ
た
胄
洲
の
同
胞
や
子
女
の
俗
名
や
残
年
月
日
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
、
こ
の
方
面
で
大
き

（
６
）

「
乳
巖
姓
名
録
」
中
、
患
者
の
子
孫
が
そ
の
住
所
に
現
在
で
も
居
住
し
て
い
る
例
や
子
孫
が
特
定
出
来
る
例
は
殆
ど
な
い
。
も
し
居
住
し
て

二
、
対
象
患
者
の
選
択
と
実
地
調
査
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い
た
と
し
て
も
そ
れ
を
姓
名
の
み
か
ら
は
特
定
で
き
な
い
。
地
位
の
高
い
武
家
の
妻
、
豪

例

女

郵
室
内
息
娘
嵯
商
や
高
名
な
文
人
な
ど
の
妻
女
で
も
な
け
れ
ば
、
不
詳
で
あ
る
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。

の
寺
寺
寺
寺
寺

し
か
し
視
点
を
居
住
に
移
す
と
、
百
～
二
百
年
と
い
う
時
の
流
れ
の
中
で
存
続
し
て
い

礒
搾
榊
鄙
糖
蛙
麩
る
の
が
寺
院
で
あ
る
。
寺
院
と
て
時
代
の
有
為
転
変
の
中
で
、
廃
寺
、
移
転
な
ど
を
免
れ

九
徳

中
二
二
下
四
五

な
い
が
、
し
か
し
存
続
の
可
能
性
は
一
般
庶
民
の
家
に
比
べ
る
と
格
段
に
高
い
こ
と
は
明

ｊ
謝
二
村
八
子
二
二

岬
潅
八
恥
六
白
中
ら
か
で
あ
る
。

九
郡
一
三
田
（
６
）

そ
こ
で
著
者
は
患
者
中
の
住
職
の
妻
女
の
例
を
「
乳
巖
姓
名
録
」
に
求
め
て
表
一
の
よ

田
在

鍔
辮
価
悔
岬
岬
唾
幅
吋
州
細
峠
う
に
左
の
五
例
を
得
た
。
表
の
頭
書
の
番
号
は
著
者
が
便
宜
上
、
「
乳
巖
姓
名
録
」
中
の
患

（
６
）

ｒ
文
摂
文
房
文
勢
文
泉
天
勢
者
に
順
番
に
番
号
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
の
四
寺
院
を
直
接
訪
れ
、
過
去
帳
な

儘
弟巻
１粥
表
犯
門
釧
調
認

ど
を
平
成
十
三
年
（
二
○
○
一
）
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
調
査
し
た
。
以
下
各
寺
院
毎
に

第
１
１
１
分
け
て
述
べ
て
い
る
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
寺
院
の
要
請
の
問
題
も
あ
り
、
法
名
、
俗
名

珪
恥識
な
ど
の
記
述
は
最
少
必
要
な
事
項
に
限
定
し
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

睦
（
一
）
光
福
寺
室
（
摂
州
兵
庫
尻
池
村
）

本日
「
摂
州
兵
庫
尻
池
」
は
現
在
の
神
戸
市
長
田
区
尻
池
で
あ
る
。
長
田
区
の
寺
院
で
「
コ
ー
フ
ク
ジ
」
と
発
音
さ
れ
る
の
は
西
尻
池
町
四
Ｉ

一
’
二
二
の
高
福
寺
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
「
光
」
は
「
高
」
の
誤
記
で
あ
る
。
正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
の
創
建
に
な
り
、
近
年
創
立
さ
れ

五
）
か
た

で
あ
る
。

た
寺
院
で
な
い
。

高
福
寺
の
室
は
「
文
化
八
年
（
一
八
二
）
八
月
念
二
日
」
に
治
療
（
初
診
か
手
術
日
か
不
明
）
を
受
け
た
と
あ
る
が
、
天
明
五
年
二
七
八

〉
か
ら
記
載
の
あ
る
過
去
帳
を
閲
す
る
と
、
第
九
世
住
職
の
妻
（
坊
守
）
は
文
化
八
年
（
一
八
一
二
七
月
以
前
に
残
し
て
お
り
、
対
象
外
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文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
当
時
の
住
職
は
第
十
一
世
で
あ
る
か
ら
、
「
先
住
」
と
は
第
十
世
專
察
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
そ
の
」
の
法
名

も
第
十
世
住
職
の
「
專
察
」
と
「
貞
察
」
と
「
察
」
の
字
が
対
応
し
て
お
り
、
住
職
の
室
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
そ
の
」
が
青
洲
に
治

療
を
受
け
た
人
物
で
あ
る
と
特
定
し
て
も
よ
い
。
そ
う
と
す
れ
ば
「
乳
巖
姓
名
録
」
の
期
日
を
手
術
日
と
仮
定
す
れ
ば
、
術
後
約
一
年
四
ヶ

月
生
存
し
た
こ
と
に
な
る
。
墓
碑
は
な
い
。

舞
奥
施
牛
，
毎
イ

錘
拝
藻
縮
到
々
》
風
叫
、
－
８

餅
盤
ゞ
久
剛
・

や強

“

赤
謄
現
溺
奈
鏑
ｖ
２

－
や
し
悲
露
浄
侭
犀
姉
零
砕
‐
字
‐
釘
豚
一
一
口
導

一
《
輪
蟻
鎚
墹
迩
諏

溌
翁

い
‐
》

一
蕊
鐵
蕊
℃
参
§
二
《
恩

舘
・
串
搾
毎
号
．
串
錘
話
・
‐
』
／
ｆ
に
ｌ
Ｌ
ｍ
》
・
串
ざ
‐
鍔

－

１
型
〃
，
領

厩
厩
“

月
生
存
し
た
こ
と
に
な
る
。
墓
碑
”

（
二
）
光
林
寺
内
（
房
州
味
形
）

房
州
に
は
「
味
形
」
な
る
地
名
時

「
妾
」
は
妻
の
こ
と
で
あ
る
。

－抑軍一一L輔寺､鄙

覚弥藻誕
鳥唾幻施

な
る
地
名
は
存
在
し
な
い
し
、

す
ェ
総
鋼
灘
御
子

背
を
嘘
認
鞍
瀦

先
膝
皐
梱
獅
耐
邦

廃
．
接
織
瀞
を
？
‐

参
丁
瓜
吏
蕊
！

や
爾
来
炎
別
溌
愈
１

黛
鳥
総
潔
〃
逐
鼠

辨
呼
妥
砕
箪
謬

恥
僻
ｊ
老
杢
レ
ジ
心
耀
栂
刊
が
Ｉ
し
堀
１
１

識
蕊
騨
識
鍔
鍛
凱
針
ヨ
罫
蕊
》
、
、
：
塵

「
コ
ウ
リ
ン
ジ
」
と
発
音
さ
れ
る
浄
土
真
宗
の
寺
院
を
全
く
見
い
出
す
こ
と
は
出
来
な

ｰ…… ‐『

写真1

第
十
世
の
住
職
釈
專
察
法
師
は
文
化
八
年
（
一
八
二
）
三
月
四
日
に

残
し
て
お
り
、
第
十
一
世
の
住
職
釈
專
了
は
文
久
二
年
二
八
六
二
）
十

二
月
十
二
日
に
残
し
、
そ
の
妻
（
柳
泉
寺
の
住
職
の
妹
、
俗
名
は
不
明
）
は

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
十
一
月
二
七
日
に
四
六
歳
で
残
し
て
い
る
。
安

政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
満
四
五
歳
で
あ
る
か
ら
、
文
化
七
年
（
一
八
一

○
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
治
療
が
行
わ
れ
た
文
化
八
年
（
一

八
一
二
に
は
未
だ
一
歳
だ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の
人
物
で
は
な
い
。

過
去
帳
の
文
化
十
年
の
条
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。
（
写
真

１
）

文
化
十
酉
年
二
月
廿
日

釈
貞
察
先
住
妾
そ
の
「
』五
十
八
才
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か
つ
た
。
従
っ
て
光
林
寺
に
つ
い
て
は
後
日
を
期
し
た
い
。

（
三
）
光
善
寺
息
女
（
勢
州
庵
芸
郡
白
子
徳
居
村
年
二
十
又
六
、
核
量
三
十
銭
）

勢
州
庵
芸
郡
白
子
徳
居
村
は
現
在
の
鈴
鹿
市
徳
居
町
で
、
そ
の
一
二
○
二
番
地
に
光
善
寺
が
現
存
し
て
い
る
。
光
善
寺
住
職
の
息
女
は
文

政
七
年
（
一
八
二
四
）
九
月
八
日
に
治
療
を
受
け
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
当
時
の
住
職
は
第
六
世
の
知
暁
法
師
で
、
こ
の
住
職
は
文
政
十

二
年
二
八
二
九
）
四
月
十
五
日
残
し
て
い
る
。
従
っ
て
患
者
は
こ
の
知
暁
法
師
の
娘
で
あ
る
。

し
か
し
古
い
「
過
去
年
回
帳
」
は
痛
み
が
甚
だ
し
く
解
読
不
能
で
あ
り
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
改
め
た
「
過
去
年
回
帳
」
の
中
で

唯
一
人
可
能
性
が
あ
る
人
物
は
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
八
月
十
一
日
の
条
の
「
釈
即
横
妙
起
信
女
当
寺
つ
い
日
永
ニ
テ
死
ス
」
で
あ
る
。

こ
の
人
物
が
直
ち
に
知
暁
法
師
の
息
女
と
特
定
出
来
な
い
。
こ
の
寺
と
「
日
永
」
（
地
名
）
と
は
親
戚
関
係
に
あ
り
、
も
し
仮
に
こ
の
人
物
が

手
術
を
受
け
た
と
す
れ
ば
術
後
約
十
一
ヶ
月
と
少
し
生
存
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
仮
定
で
あ
る
。

（
四
）
西
光
寺
娘
（
泉
州
岡
田
）

（
６
）

「
泉
州
岡
田
」
は
現
在
の
泉
南
市
岡
田
で
、
西
光
寺
は
そ
の
五
丁
目
三
十
一
’
三
に
現
存
し
て
い
る
。
「
乳
巖
姓
名
録
」
に
よ
れ
ば
「
文
政

十
了
亥
正
月
二
十
四
日
」
に
住
職
の
娘
が
治
療
を
受
け
た
。
住
職
一
族
の
法
名
、
残
年
月
日
を
纏
め
て
記
載
し
た
過
去
帳
一
冊
が
遺
さ
れ
て

い
る
が
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
以
降
で
、
手
術
を
受
け
た
可
能
性
の
あ
る
人
物
は
唯
一
人
文
久
二
年
二
八
六
二
）
二
月
十
一
日
に
残
し

た
「
妙
孝
」
で
あ
る
。
住
職
の
了
議
の
「
第
六
娘
」
と
あ
る
。
他
の
娘
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
い
。
他
の
五
人
の
娘
は
他
家
に
嫁
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
第
六
女
が
こ
の
寺
で
残
し
て
い
る
の
は
、
乳
房
の
手
術
を
受
け
た
た
め
、
一
生
を
生
家
で
終
え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
五
）
本
光
寺
内
室
（
勢
州
津
在
田
中
）

「
勢
州
津
在
田
中
」
は
現
在
の
津
市
片
田
田
中
町
で
、
そ
の
二
十
番
地
に
本
光
寺
が
あ
る
。
住
職
の
本
折
純
煕
師
は
、
以
前
こ
の
こ
と
が
地

元
で
話
題
に
な
っ
た
際
、
過
去
帳
を
調
査
し
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
三
月
二
五
日
以
降
残
し
た
住
職
の
妻
の
残
年
を
調
査
し
た
こ
と
が
あ

る
と
い
う
。
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
当
時
の
住
職
は
第
九
世
の
「
法
城
」
で
あ
っ
た
。
「
暉
擢
山
本
光
寺
檀
中
過
去
帳
（
上
、
下
）
」
の
中
、
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来
た
と
は
言
え
な
い
と
考
え
た
。

今
回
の
寺
院
の
調
査
で
、
明
確
に
患
者
の
残
年
月
日
を
特
定
出
来
た
の
は
二
名
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
調
査
中
偶
然
に
も
光
善
寺
の
方
か

（
８
）

ら
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
三
月
二
○
日
付
、
「
朝
日
新
聞
東
海
綜
合
版
」
の
華
岡
青
洲
に
乳
癌
の
手
術
を
受
け
た
人
物
の
記
事
に
つ
い
て
御

（
９
）
（
６
）

教
示
戴
い
た
。
そ
れ
は
愛
知
大
学
の
田
崎
哲
郎
氏
の
研
究
で
、
「
乳
巖
姓
名
録
」
の
「
文
政
七
年
五
月
三
日
三
河
柳
郡
名
号
村
太
郎
左
エ
門
母
」

と
あ
る
患
者
で
あ
る
。
田
崎
教
授
は
名
号
村
の
旧
家
で
あ
っ
た
豊
橋
市
在
住
の
八
名
昭
司
氏
の
祖
先
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
、
菩
提
寺
で

あ
る
鳳
来
町
（
名
号
村
）
の
石
雲
寺
の
過
去
帳
に
「
文
政
七
年
十
月
初
三
日
繁
室
貞
昌
大
姉
太
郎
左
エ
門
内
」
と
あ
る
か
ら
同
一
人
物

で
は
な
い
か
と
考
え
、
術
後
五
ヶ
月
生
存
し
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
著
者
は
「
太
郎
左
エ
門
」
の
「
母
」
と
石
雲
寺
の
過
去
帳
中
の
「
内
」

つ
ま
り
妻
で
は
大
き
く
異
な
り
、
ど
ち
ら
か
が
手
術
を
受
け
た
の
か
特
定
出
来
な
い
、
つ
ま
り
こ
れ
だ
け
で
は
患
者
と
残
年
月
日
を
特
定
出

密

‘篭
囲

粕懲撚噌
蛾.3．戦ウ
,鐸鰍

写真2

改
め
て
八
名
昭
司
氏
に
お
願
い
し
て
、
同
家
系
図
と
同
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
愛
知
県
鳳
来
町
名
号
の
石
雲
寺
で
、
過
去
帳
と
同
家
の
墓
碑

天
保
五
年
二
八
三
四
）
の
条
に

光
暁
院
偏
照
貞
昌
大
姉

七
月
八
日
当
寺
法
城
妻
（
写
真
２
）

と
あ
る
。
俗
名
は
不
詳
で
あ
る
。
墓
碑
は
無
い
。
喪
年
月
日
か
ら
第

八
世
の
妻
は
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
以
前
に
没
し
て
お
り
、
第
十
世

の
妻
は
年
令
的
に
該
当
せ
ず
、
患
者
の
可
能
性
は
全
く
否
定
さ
れ
る

の
で
、
右
の
人
物
が
手
術
を
受
け
た
と
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

術
後
一
年
三
ヶ
月
生
存
し
た
こ
と
に
な
る
。

三
、
八
名
太
郎
左
衛
門
の
妻
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（
６
）

「
太
郎
左
衛
門
」
と
い
う
名
は
代
々
襲
名
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
の
み
で
は
何
代
目
の
「
太
郎
左
衛
門
」
か
不
明
で
あ
る
。
「
乳
巖
姓
名
録
」

に
よ
れ
ば
「
太
郎
左
衛
門
」
の
母
が
治
療
を
受
け
た
の
は
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
五
月
三
日
で
あ
る
。
し
か
し
石
雲
寺
の
過
去
帳
二
冊
中
、

命
日
別
に
記
載
さ
れ
て
い
る
古
い
方
の
過
去
帳
に
は
、
戒
名
の
下
に
「
太
郎
左
衛
門
母
」
と
あ
り
、
比
較
的
新
し
い
残
年
毎
に
記
さ
れ
て

い
る
過
去
帳
に
は
「
太
郎
左
エ
門
内
」
と
あ
っ
て
食
い
違
い
が
見
ら
れ
る
。
残
年
月
日
、
法
名
に
つ
い
て
は
両
者
に
は
違
い
は
な
い
。
「
太

郎
左
衛
門
」
の
「
母
」
で
あ
る
に
し
て
も
、
「
内
」
で
あ
る
に
し
て
も
、
患
者
は
代
々
の
「
太
郎
左
衛
門
」
の
い
ず
れ
か
の
妻
で
あ
る
か
ら
そ

の
一
人
一
人
に
つ
い
て
八
名
家
の
系
図
と
過
去
帳
で
調
査
し
た
。

患
者
と
し
て
最
も
可
能
性
の
高
い
の
は
第
四
七
代
の
「
太
郎
左
衛
門
（
俗
名
兵
助
）
」
の
妻
で
あ
る
。
法
名
は
「
繁
室
貞
昌
大
姉
」
で
文
政

七
年
（
一
八
二
四
）
十
月
三
日
に
残
し
て
い
る
。
第
四
七
代
の
太
郎
左
衛
門
は
文
化
八
年
（
一
八
一
二
二
月
五
日
に
残
し
て
い
る
か
ら
、
文

政
七
年
（
一
八
二
四
）
に
は
第
四
八
代
に
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
第
四
七
代
の
太
郎
左
衛
門
が
比
較
的
若
く
し
て
渡
し
た
の

で
、
そ
の
弟
が
四
八
代
と
し
て
跡
を
継
い
だ
。
し
か
し
こ
の
第
四
八
代
、
法
名
「
聖
公
同
道
賢
居
士
」
は
文
政
五
年
（
一
八
一
三
）
一
月
四
日

に
残
し
、
そ
の
妻
「
心
応
妙
性
大
姉
」
も
文
化
十
三
年
二
八
一
六
）
七
月
十
三
日
に
残
し
て
い
る
。
従
っ
て
患
者
は
こ
の
四
八
代
の
「
太
郎

左
衛
門
」
の
妻
で
は
あ
り
え
な
い
。
そ
う
と
す
る
と
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
当
時
に
「
太
郎
左
衛
門
」
を
名
乗
っ
て
い
た
の
は
第
四
九
代
の

「
太
郎
左
衛
門
（
俗
名
太
四
郎
）
」
で
あ
る
。
第
四
九
代
の
法
名
は
「
請
翁
良
田
居
士
」
で
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
五
月
二
八
日
に
残
し
て
い

る
。
こ
の
妻
「
み
を
」
は
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
十
月
三
日
に
残
し
た
。
そ
の
た
め
「
み
を
」
の
妹
「
り
と
」
が
後
妻
と
な
っ
た
。
な
お
「
り

と
」
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
十
二
月
八
日
に
震
し
て
い
る
。
後
妻
の
「
り
と
」
は
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
五
月
三
日
に
は
、
姉
が
残

し
て
半
年
も
経
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
未
だ
「
太
郎
左
衛
門
」
の
妻
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
「
り
と
」
も
患
者
の
候

補
者
か
ら
除
外
出
来
る
と
思
う
。

第
四
六
代
の
妻
「
正
室
貞
因
十

を
調
査
し
た
。

「
正
室
貞
因
大
姉
」
は
享
保
二
十
一
年
二
七
三
六
）
三
月
二
十
日
に
残
し
て
い
る
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
患
者
で
は
あ
り
え
な
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「
乳
巖
姓
名
録
」
中
に
見
ら
れ
る
青
洲
在
世
中
の
乳
癌
手
術
患
者
一
五
五
名
の
中
、
三
名
に
つ
い
て
そ
の
残
年
月
日
を
特
定
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
一
人
目
は
摂
州
高
福
寺
の
室
「
釈
貞
察
」
俗
名
「
そ
の
」
で
、
文
化
十
年
二
八
一
三
）
二
月
二
十
日
に
残
し
て
お
り
、
術
後
約
一
年

二
人
目
は
勢
州
津
の
本
光
寺
の
内
室
で
、
俗
名
は
不
詳
で
あ
る
が
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
七
月
八
日
に
残
し
て
お
り
、
術
後
約
一
年
三

ヶ
月
生
存
し
た
。
最
後
は
三
河
名
号
村
の
「
太
郎
左
衛
門
」
の
母
で
あ
る
。
八
名
家
第
四
七
代
の
太
郎
左
衛
門
の
妻
で
俗
名
は
不
詳
で
あ
る

が
、
術
後
約
五
ヶ
月
後
の
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
十
月
三
日
に
残
し
て
い
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
「
乳
巖
姓
名
録
」
中
、
残
年
月
日
が
確
定
し
た
の
は
八
名
と
な
っ
た
。

四
月
生
存
し
た
。

写真3

い
○

以
上
か
ら
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
五
月
三
日
に
青
洲
か
ら
治

療
を
受
け
た
人
物
は
、
第
四
七
代
の
「
太
郎
左
衛
門
」
俗
名
兵

助
の
妻
「
繁
室
貞
昌
大
姉
」
と
し
て
よ
い
と
思
う
。
そ
う
す
れ

ば
術
後
五
ヶ
月
生
存
し
た
こ
と
に
な
る
。
石
雲
寺
の
八
名
家
の

墓
碑
は
大
半
が
夫
婦
墓
で
あ
り
、
そ
の
中
の
一
つ
に
写
真
３
に

示
す
よ
う
に
高
さ
約
六
十
セ
ン
チ
メ
｜
ト
ル
の
墓
の
碑
面
に

「
離
相
浄
念
居
士
」
と
「
繁
室
貞
昌
大
姉
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
。

碑
に
向
か
っ
て
左
側
面
に
妻
の
残
年
月
日
「
文
政
七
年
申
十
月

三
日
」
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に
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欄
筆
す
る
に
際
し
て
、
調
査
に
種
々
御
協
力
戴
い
た
神
戸
市
長
田
区
の
高
福
寺
、
泉
南
市
岡
田
の
西
光
寺
、
津
市
片
田
の
本
光
寺
、
鈴
鹿

市
徳
居
町
の
光
善
寺
、
ま
た
豊
橋
市
旭
町
の
八
名
昭
司
氏
に
は
同
家
の
系
図
な
ど
貴
重
な
史
料
を
閲
覧
す
る
機
会
を
与
え
て
下
さ
れ
、
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
る
。
愛
知
大
学
文
学
部
の
田
崎
哲
郎
氏
に
は
種
々
御
教
示
戴
い
た
。
併
せ
て
深
謝
の
意
を
表
す
る
。
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TheDeathDatesofSeishuHanaoka'sPatientswithBreastCancer
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Amongl55patientswithbreastcancertreatedbySeishuHanaokatheexactdeathdatesofonly

fivepatientsincludingKanAiya,the6rsttohavereceivedatumorexcisionundergeneralanesthesia

areknowntousandtheremainingl49patientsremainunclarifiedconcerningtheirdeathdates・The

reasonismainlyduetoafactthatthedescriptionsof"NyuganSeimeiRoku''(ANameListofBreast

CancerPatients)areinaccurate.

Accordingtorecent6eldsurveyontheburialrecordsofseveraltempleswhichhavebeendescribed

inthe"NyuganSeimeiRoku,"theauthorcouldclarifythedeathdatesoftwopatients・Theoneisthe

wifeofKohfuku-jiTemple'spriestwhodiedonFeb20,1813,andtheotherinthewifeofHonko-ji

Temple'spriest,diedonJuly8,1834.Bothsurvivedlyear4monthsandlyear3months,postoper-

atively・Onemorepatient'sdeathdateisidentifiedbychance.

Consequently,thedeathdatesofeightpatientsamongl55havebeenidentinedsofar.


